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私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
平
取
町
は
、

 
古 
よ
り
沙
流
川
の 
畔 
に
栄
え
た

�
�
�
�
�

�
�
�

ア
イ
ヌ
文
化
の
華
咲
く
地
域
で
あ

り
、
こ
の
文
化
の
振
興
を
図
る
こ

と
は
町
に
強
い
活
力
を
与
え
る
重

要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。

　

近
年
、
世
界
的
に
先
住
民
族
の

存
在
を
尊
重
す
る
機
運
が
高
ま
っ

て
お
り
、
平
成　

年
9
月
に
「
先

19

住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
宣
言
」

が
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
こ
と

に
続
い
て
、
日
本
で
も
平
成　

年
20

6
月
に
は
、「
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住

民
族
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
決

議
」
が
衆
参
両
院
本
会
議
に
お
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

ふ
ま
え
、
政
府
は
「
ア
イ
ヌ
政
策

の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談

会
」
を
設
け
、
平
成　

年
7
月
に

21

そ
の
報
告
を
得
て
今
後
の
ア
イ
ヌ

政
策
に
関
す
る
指
針
と
し
、
総
合

的
か
つ
効
果
的
な
ア
イ
ヌ
政
策
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
1
月

22

か
ら
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
会
議
を
開

催
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
取
町
に
お
い
て
は
、
北
海
道

ア
イ
ヌ
協
会
平
取
支
部
、
平
取
ア

イ
ヌ
文
化
保
存
会
、
平
取
町
二
風

谷
ア
イ
ヌ
語
教
室
な
ど
多
く
の

方
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
貴
重
な
ア
イ
ヌ
文
化
が
保
存

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は

文
化
的
景
観
保
全
事
業
、
平
取
ダ

ム
地
域
文
化
調
査
業
務
の
実
施
に

加
え
て
、
平
成　

年
度
か
ら
イ
オ

20

ル
（
伝
統
的
生
活
空
間
）
再
生
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ア
イ
ヌ
文
化

に
関
す
る
各
種
調
査
・
保
全
並
び

に
振
興
対
策
も
進
め
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
し

て
、
学
識
者
や
北
海
道
ア
イ
ヌ
協

会
平
取
支
部
役
員
を
は
じ
め
と
し

た
検
討
会
議
（
座
長
＝
辻
井
達
一

北
海
道
環
境
財
団
理
事
長
）
を
設

置
し
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
施
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
す
す

め
、「
平
取
町
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
基

本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」）」

を
本
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
を
も

と
に
し
て
、
各
種
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
計
画

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

基
本
計
画
は
、
第
5
次
平
取
町

総
合
計
画
を
上
位
計
画
と
し
、
ア

イ
ヌ
文
化
を
取
り
巻
く
情
勢
や
課

題
を
踏
ま
え
て
、
各
種
施
策
の
基

本
的
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
イ

オ
ル
再
生
や
文
化
的
景
観
、
平
取

ダ
ム
地
域
文
化
調
査
３
事
業
で
の

情
報
交
換
・
共
有
を
行
い
、
他
の

機
関
・
団
体
の
既
存
事
業
と
も
連

携
を
図
り
、
効
果
的
な
施
策
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
取
町
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
発
祥

伝
説
（
オ
キ
ク　

ミ
カ
ム
イ
伝
説
）

 ル

の
地
で
あ
り
、
沙
流
川
の
豊
か
な

自
然
環
境
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
ア

イ
ヌ
文
化
の
栄
え
た
地
で
、
遺
跡

な
ど
が
数
多
く
残
る
地
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、ア
イ
ヌ
の
人
々

は
、
中
世
か
ら
さ
ら
に
明
治
以
降

の
国
の
政
策
で
受
け
た
差
別
な
ど

に
よ
り
失
い
つ
つ
あ
っ
た
ア
イ
ヌ

文
化
を
守
り
、
今
な
お
誇
り
を

も
っ
て
受
け
継
い
で
き
て
い
ま
す
。
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し
か
し
、
一
方
で
ア
イ
ヌ
文
化

が
、
町
民
全
体
に
十
分
理
解
さ
れ

て
い
る
状
況
と
は
言
え
ず
、
地
域

の
大
切
な
文
化
と
い
う
意
識
は
希

薄
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
他
の

地
域
に
比
べ
ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承

者
は
多
い
も
の
の
、
高
齢
化
が
進

み
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。

　

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
基
本
計

画
で
は
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り

の
継
承
と
理
解
の
促
進
」
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、「
現
代
社
会
の

暮
ら
し
方
を
尊
重
し
つ
つ
多
様
な

文
化
が
共
生
・
共
存
し
な
が
ら
創

造
的
で
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
い

て
い
く
こ
と
」
を
基
本
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
の
目
的
、
基
本
理
念

に
沿
っ
た
施
策
を
進
め
、
次
の
７

点
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

①
ア
イ
ヌ
文
化
を
町
民
が
理
解
し
、

親
し
み
、
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら

大
切
に
し
て
い
る
ま
ち
へ

②
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
し
て
の
学
校

教
育
を
積
極
的
に
進
め
る
ま
ち
へ

③
ア
イ
ヌ
文
化
と
の
関
わ
り
の
中

で
沙
流
川
の
お
り
な
す
自
然
景
観

を
保
全
、
活
用
す
る
ま
ち
へ

　　

目
指
す
姿
の
達
成
に
向
け
、
イ

オ
ル
再
生
・
文
化
的
景
観
・
地
域

文
化
調
査
３
事
業
の
連
携
を
は
じ

め
と
し
た
町
内
各
種
の
事
業
連
携

に
よ
り
、「
ア
イ
ヌ
文
化
の
調
査
研

究
」、「
普
及
啓
発
」
や
「
教
育
の

推
進
」、「
沙
流
川
の
自
然
景
観
の

保
全
や
創
出
」、「
情
報
発
信
と
拠

点
整
備
」、「
担
い
手
育
成
や
組
織

づ
く
り
」、「
地
域
資
源
を
活
用
し

た
産
業
の
推
進
」
な
ど
の
施
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
推
進
体
制
と
し
て
、
現
状

組
織
を
改
組
し
て
、
学
識
者
を
含

め
た
平
取
町
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
推

進
協
議
会
を
発
足
し
、
そ
の
下
に

関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
者
や
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
、
町
づ
く
り
団
体

な
ど
の
町
民
を
加
え
た
検
討
会
を

設
置
し
て
具
体
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
支
援
す

る
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
に
挙
げ
た
施
策
を
、
充
実
し

た
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
行
く

た
め
に
は
、
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
計
画
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ア
イ
ヌ
伝
統
工
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芸
の
振
興
や
食
文
化
の
活
用
、
ア

イ
ヌ
文
化
の
見
学
や
体
験
な
ど
と

他
の
地
域
資
源
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
交
流
産
業
の
推
進
、
新
た

な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
掘
と
創
造
、

精
神
文
化
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る

自
然
環
境
の
保
全
と
継
承
対
策
な

ど
を
想
定
し
つ
つ
、
本
年
度
か
ら

先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
試
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

以
上
、
基
本
計
画
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
後
検
討

す
べ
き
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
知
恵
を
集
め
つ
つ
、

こ
の
基
本
計
画
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
ア
イ
ヌ
文
化
を

学
び
、
知
る
た
め

の
情
報
が
蓄
積
さ

れ
、
発
信
さ
れ
て

い
る
ま
ち
へ

⑤
ア
イ
ヌ
文
化
の

拠
点
と
し
て
多
く

の
人
々
が
訪
れ
る

ま
ち
へ

⑥
ア
イ
ヌ
文
化
の

継
承
環
境
が
整
い
、

担
い
手
が
育
つ
ま

ち
へ

⑦
ア
イ
ヌ
文
化
の

息
づ
く
地
域
産
業

が
形
成
さ
れ
る
ま

ち
へ
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�人物クロッキー（見たまま、感じたままを短時間
で書く写生、動きの一瞬をとらえて素早く描いたり
すること）作品展が、ふれあいセンターびらとり内
で開催されました。期間中２８点の力作が展示され、来
場者の目を楽しませました。
　人物デッサン学習を目的とする有志の集まり『ク
ロッキー会』は、沙流川アート館で活動を行ってい
ます。興味のある方は沙流川アート館　児玉美和子
さんまで（� 2-2127）お問合せください。

��������	
��
�
���������	
��������

�入学式が終わり、新１年生が元気に登校するこ
の時期、町内の各小学校や保育所で交通ルールを
学ぶ青空教室が実施されました。
　紫雲古津小学校では、全校児童26名がグラウン
ドで横断歩道の渡り方などを練習し、その後 1・
2年生は実際に国道に出て横断歩道を渡ってみま
した。一所懸命左右を確認している間に信号が変
わり、渡れなくなる場面もありましたが、道行く
ドライバーさんたちも優しく見守ってくれまし
た。

����������
������������������

�離乳期のお子さんとそのお母さんを対象に、今年
初めての『すくすくクラブ』がふれあいセンターび
らとりで開催されました。
　この日、集まったのは１５組。参加者の自己紹介か
ら始まり、子どもの身体測定、お母さんたちの離乳
食作りに試食会と進められました。離乳食作りの間、
お母さんと離ればなれでご機嫌斜めだった子も、試
食会では大きなお口を開けて、元気いっぱいに食べ
ていました。
　町の藤谷栄養士は「特に離乳期の食事はとても大
切。この会は情報交換等の場でもあるので、たくさ
んの方に参加してほしい」と話していました。
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�子どもたちの健やかな成長の願いを込めた鯉のぼり
が、今年も荷菜地区研修センター近くで泳ぎ始めまし
た。
　これは、豊寿会（橋本勝顕会長）の方々が家庭で使
わなくなった鯉のぼりを集めて揚げたもの。『ニナ』の
地区名にちなみ『27 日』『27 匹』にこだわっています。
　清々しい青空と風に恵まれたこの日、鯉のぼりを見
上げる会員たちは童心に返ったかのようでした�

��������	�
������������	
�������

�爽やかな五月晴れの中、第 22 回グリーンフェスティバ
ルが旧豊糠小中学校周辺で開催されました。
　開会式では、振内小学校の若菜  華 さん（5年生）・ 芽 

��� ��

さん（3年生）姉妹により『緑の宣言』がなされました。
　参加者約 80 名がスコップを持ち、協力しながら町木の
カツラやエゾヤマザクラなど合計 56 本を植樹しました。
　植樹を終えた参加者一人ひとりの心には、より一層、
自然を愛する心が芽ばえたようです。

�絶好の行楽日和となったこどもの日、振内自治会
主催の「親子ハイキング」に約 60 名が参加しました。
　振内町民センターから振内中学校を経て仁世宇
まで、交通安全の啓発をしながら歩きましたが、子
どもたちは疲れる様子もなく、元気に先へ先へと
走っていました。
　到着後は、山女魚の釣り大会や稚魚約 1,500 匹の
放流に歓声を上げ、昼食には釣った魚のから揚げや
豚汁に舌鼓を打っていました。
　子どもの幸せを願う祝日に、親子で楽しい時間を
過ごしたようです。
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�ＪＡ共済では、農村地域等における交通事故対策事業に積極
的な取組みを行っていますが、今年度は全道の自治体及び交通
安全団体に交通安全指導車等の寄贈を行うことになりました。
　当町においても、平取町農業協同組合の仲山浩組合長から車
両の目録が渡され、川上町長は「交通安全のため、大切に使わ
せてもらいます」とお礼を述べていました。
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変わりつつある学校給食
���������	
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３．平取町の学校給食

   この間、平取町では、病原性大腸菌O-157 による食中毒が各地
で発生した平成 7年に、紫雲古津小学校、二風谷小学校、貫気別
小学校の 3校に「給食室」を設置して「自校方式」の学校給食が
始まりました。振り返ってみるとこの選択は「成長のために必要
な栄養の不足する子どもの栄養改善」のための学校給食から、「社
会の変化や食に対する無理解に対応する学校給食」への素地を築
く貴重な選択であったと思われます。
　また、平成 20 年度からは栄養教諭を配置し、「栄養教諭を中核
とした食育推進事業」検討委員会を設置、平取小学校と貫気別小
学校を「実践中心校」に指定して学校、地域関係機関・生産者、
家庭と連携した食育の推進を図っているところです。

１．食育基本法の制定

　近ごろ食を巡る様々な問題とともに「食育」という言葉を耳に
することが多くなりました。町内でも「食育」をテーマとした催
しが行われる中、「平取町食育推進計画策定委員会」が組織され、
策定作業が始まりました。
　食をめぐる問題の多くは、戦後の 60 年を越える長い歴史の中で
の食生活やライフスタイルの変化に近年の社会経済のグローバル
化が相まって、その深刻度を増したものと言えますが、「食育」が
大切であるという認識はあまり強く持たれないできました。国で
は「食育」を重要課題としてとらえ、国民的な運動として推進し
ていくため、平成 17 年に「食育基本法」を制定しました。それ以
降「食育」という言葉が広く用いられるようになっています。

�������������������������������������������������������������２．学校給食法の改正も

　この法律では、「食育」は、「食」に関する知識と「食」を選択
する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育
てることとされています。また、特に子どもたちに対する食育に
ついて、「心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生涯
にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性を育んでいく基礎
となるもの」と強調しています。
　また、平成 20 年には、①学校給食の主な目的を「栄養改善」か
ら「食育」に転換する　②学校給食に地場産物や郷土の伝統食な
どを取り入れる　③食育を推進する栄養教諭の役割を明確にする
　④食中毒防止策など衛生管理を徹底することを主なポイントと
する学校給食法の改正が行われ、平成 21 年 4 月から施行されまし
た。



��

６．ちいさな一歩がこの町の未来に
　食育基本法はまた「食育は、父母その他の保護者にあっては、家庭
が食育において重要な役割を有していることを認識するとともに、子
どもの教育、保育等を行う者にあっては、教育、保育等における食育
の重要性を十分自覚し、積極的に子どもの食育の推進に関する活動に
取り組むこととなるよう、行われなければならない。」としています
が一朝一夕で解決が図れる問題ではないといえます。「カロリーをど
れだけ、ビタミンをどれだけ摂れば健康になる」といったようなマ
ニュアル化された生活にとらわれることではなく、「食」をしっかり
と見直し、食べる意味を考えて食べることができるかということが第
一歩であり、また、食料自給率全国 40％（カロリーベース）に対し
て約200％の水準に達している北海道の農業の町に住む私たちにとっ
て、食育のゆくえはこの町の未来、この国の未来につながる意味を
もっているようにも思えます。

５．木製汁椀をとり入れた給食の取り組み
　平取町の給食用食器はすべて「強化磁器」を使用しており、熱いものを入れると持てないほどになってし
まいます。それで熱伝導が遅く、きちんと持てて良い姿勢で食事することができる木製汁椀の導入について
の検討をしてきました。ただ、木製汁椀は軽くて割れやすく、かさばってしまい、食器洗浄機や熱風消毒に
耐えられるかも大きな課題でしたが、既に木製食器を使用している置戸町の実践を参考にするなどして平成
21 年度は平取小学校、貫気別小学校で導入に踏み切りました。
　実際に取り入れてみると配膳台の場所を以前より広く確保する等の
改善の必要が生じましたが、栄養教諭がクラスで椀の持ち方や持つこと
の意味などを指導するとそのことが家庭でも話題になるなど実践の効
果が表れ、伝統的な食文化や食事のマナーについて体験的に理解を深め
ることができました。今年度は全小学校で木製汁椀の実践を進める予定
です。
　このほか、学校教育に限らず「食育キッチン親子料理教室」「いきい
き通学合宿」等の事業でも栄養教諭の出番は多くなり、事業の中で生ま
れたネットワークを生かした継続的な体験活動の定着や教科等と連携
した効果的な学習活動の充実が期待されているところです。

４．栄養教諭を中核とした学校教育での食育推進の第一歩
�

�栄養教諭が町内全 9校を訪問し学級担任と連携し、また、授業を含めて直接指導に当たるとともに、「食
に関する指導の全体計画」を作成し、校内指導体制の整備を図る中で、全教職員の共通理解の下、食育の推
進に取り組むことが意識されるようになりました。

＝食に関する指導の目標＝
①【食事の重要性】　　       食事の重要性、食事の喜び・楽しさを理解する。
②【心身の健康】　　　　　心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の取り方を理解し、自
　　　　　　　　　　　  ら管理していく能力を身につける。
③【食品を選択する能力】　正しい知識・情報に基づいて食物の品質及び安全性などについて自ら判断し、 
                                       自ら管理していく能力を身につける。
④【感謝の心】　                 食物を大事にし、食物の生産にかかわる人々への感謝する心を育む。
⑤【社会性】　                 　食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける。
⑥【食文化】　                 　各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史などを理解し、尊重する心をもつ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 21 年度　学校経営の概要「平小の教育」より）
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各スポーツ少年団の大会結果

生きがいとやすらぎを求め　高齢者の学習がスタート
���������	
��
����

���本年度は振内高砂 39 名、貫気別明生 23 名、平取義経 22
名の計 84 名による学生生活がスタートしました。
　斉藤名誉学長（教育長）の式辞、川上町長からの祝辞に続
き、学生を代表して高砂大学の廣田綽万さんが挨拶に立ち、
大学生活の過ごし方や学びに向けた意気込みを述べました。
学生の皆さんは、これから始まる１年間に意欲を膨らませて
いました。
　この大学は、満 60 歳以上の方々が長寿社会の中で確かな
生きがいとやすらぎを求め、時代の流れとともに必要となる
知識や技術の習得のため、活動や研修を行っています。途中
入学もできますので、少しでも興味を持たれた方は生涯学習
課社会教育係（� 2-2619）までお問合せください。
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�����平成 22 年 2 月 21 日（日）　
　場 所　新ひだか町静内体育館
　成 績　個人戦
              【小学生 1・2年男子】　優　勝　　小山 和馬
　　　    【小学生 1・2年女子】　優　勝　　木村 朱稀
　　　　  　　　　　　　　    第３位　　木村 　萌
              【小学生 3・4年男子】　準優勝　　小山 椎名
              【小学生 3・4年女子】　優　勝　　木村 有稀
                                                   準優勝　　安田 千幸
　　　　 団体戦
              【小学生 1・2年】　 　  準優勝　　平取Aチーム（木村 朱稀、木村　 萌、小山 和馬）
              【小学生 3・4年】　 　  優　勝　　平取Aチーム（木村 有稀、木村 裕斗、小山 椎名）
              【小学生 5・6年】        第 3 位　   平取 Aチーム（安田 千起、互野 友裕、小山 哲汰）

���������

第 11 回全道小学生ABCバドミントン大会苫小牧地区予選会　　
　期 日　平成２2年 4月 25 日（日）
　場 所　苫小牧駒澤大学体育館
　成 績　男　子
              【1・2 年生の部　シングルス】　　優　勝　　小向敦士（貫気別バドミントン少年団）
              【5・6 年生の部　シングルス】　　優　勝　　鵜野立堂（平取本町バドミントン少年団）
　　　　 女　子
              【3・4 年生の部　シングルス】　　準優勝　　小向恵夢（貫気別バドミントン少年団）
              【5・6 年生の部　シングルス】　　準優勝　　二谷早咲（貫気別バドミントン少年団）
第 44 回苫小牧民報杯中学生大会　　　
　期 日　平成２2年 5月 1日（土）
   　場 所　苫小牧市総合体育館
　成 績　男　子　【シングルス】　　優　勝　木村 尋斗（貫気別中学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　 第 3 位　二谷 優吾（貫気別中学校）
　　　　 女　子　【シングルス】　　第 3位　大塚 麻由（平取本町バドミントン少年団）
　　　　　　　 　【ダブルス】　　　第 3位　工藤 美咲、原田 一美（平取本町バドミントン少年団）
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IItt''ss NNeeww!!
新新ししいい本本がが入入りりままししたた

It's New!It's New!  
新しい本が入りまし　新しい本が入りましたた

【小説・エッセイ】
『存在の美しい哀しみ』／小池真理子
『空が割れる』／藤田宜永
『白と黒が出会うとき』／新堂冬樹
『もう二度と食べたくないあまいもの』
　　　　　　　　　　　／井上荒野
『不等辺三角形』／内田康夫
『赤い森』／折原一
『指定席』／赤川次郎
『ちいさな言葉』／俵万智

【社会・その他】
『新聞が消える』／アレックス・Ｓ・ジョーンズ
『大切な人をどう看取るのか』
   　　　　　　　／信濃毎日新聞社文化部
【家庭】
『糸子先生のキルト入門』／遠藤亜希子
『エコクラフトの素敵なバックとかご、プチ雑貨』
　　　　　　　　　　　　　　　／古木明美

●児童書●
【小学校低学年向け】
『かさをかしてあげたあひるさん』
　　　　　／村山籌子
　傘を貸してあげたあひるさん、川
へ落ちたたまねぎさん、お鼻をかじ
られたおねこさん…。ゆかいな動物
や野菜たちが泣いたり笑ったり、に
ぎやかな 17 篇の童話集。
【小学校中学年向け】
『なんでももってる（？）男の子』
　　　　　／イアン・ホワイブラウ
　「これ以上、何がほしいか、わか
んないよ！」ナンデモモッテル家の
一人息子・フライが誕生日に出会っ
た「ほしいもの」とはいったい？わ
くわくする挿絵がたっぷり入った
楽しい物語。
【小学校高学年向け】
『ウェイサイド・スクールはきょう
もへんてこ』／ルイス・サッカー
　30の教室がならぶ平屋の校舎にな
るはずが、ちょっとした手違いで
建ったのは、ひとつの階にひとつの
教室、ひょろひょろの 30 階建ての校
舎？へんてこな学校を舞台にした連作短編集。

●絵本●
『王さまライオンのケーキ』
　　　　／マシュー・マケリゴット
『ねこじたなのにお茶がすき』
　　　　／ささめやゆき
『ひっこしだいさくせん』／たしろちさと
『みんなで！どうろこうじ』／鈴木まもる

● 10 代の人を中心におすすめしたい本●
『きみが見つける物語　ﾃｨｰﾝｴｲｼ ・゙ﾚﾎﾞﾘｭｰｼｮﾝ』
　　　　　／あさのあつこ他
　10 代の頃に出会った人、別れた人。
始めたこと、やめてしまったこと…。痛く
て切なく美しい 10 代の日 を々描いた
一冊。あさのあつこの他、角田光代、森
絵都など、少年少女小説の名手たち
が贈る青春小説集

●図書館からのひとこと●
「全国訪問おはなし隊」がやってきます。
　キャラバンカーに絵本を積んで、日本全国を巡
回している、講談社の「全国訪問おはなし隊」が
来町します。キャラバンカーに乗り込んで、たく
さんの絵本を見た後は、楽しいおはなし会が始ま
ります。ご家族そろってご参加ください。
　◎期日　６月１２日（土）
　◎場所　ふれあいセンターびらとり
　◎時間・内容
　・午後３時～３時３０分　キャラバンカー見学
　　　　　　　　　（ふれあいセンター駐車場）
　・午後３時３５分～４時５分　おはなし会
　　　　　　　　　（１階小会議室）　
    ※来場のお子様にはお土産を用意しています。
    ※事前申込みは不要です。
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�昨年度から始まった「町民税１％まちづくり事業」に、今年も様々なアイディアが寄せられました。
　応募された内容は、まちづくり会議の委員にて審議されたのち、町へ答申されて町長が９つの「ま
ちづくり活動」に対する助成を決定しました。

①日本ハムファイターズフィールドクラブ事業 
【日本ハムファイターズ平取後援会】
　日本ハムファイターズのＯＢ選手による少年野
球教室を開催し、人との触れ合いの大切さや夢への
挑戦する姿勢を育成する事業です。

②炭窯プロジェクト事業 【炭焼きし隊】
　炭窯を作り、間伐材などを炭材として地域の行事
へ炭を提供したり、炭焼き経験者による炭焼き体験
などを行う事業です。

③アイヌ文化の理解と啓発事業 【北海道アイヌ協会平取支部青年女性部】
　アイヌ文化の理解と啓発を図るため「アイヌ・アート・プロジェクト」を招聘し、音楽芸能の公演
を開催する事業です。

④振内地区への新規就農者受入事業 【ふれない就農者受入協議会ネオフロンティア】
　振内地区へ就農者を受入れて地域の活性化と担い手の確保を図り、実習・栽培指導や就農地の斡旋
や広報活動をする事業です。

⑤一人暮らしの高齢者に愛の手を !! 事業 【ボランティアサークル愛】
　一人暮らしの高齢者が幸せに暮らすために、ふれあい広場への協力と参加や、お餅宅配と声かけな
どを行う事業です。

⑥高齢者による休憩所建設事業 【小平老人クラブみどり会】
　生活館の広場に、子供やゲートボール愛好者など、たくさんの人が利用できる休憩所を高齢者が手
作りで製作する事業です。

⑦食と文化 びらとりＰＲプロジェクト事業 【かえーる CLUB】
　サッポロファクトリーで平取食材の料理や特産品ＰＲ、町内で「食と文化ツアー」を開催すること
で町の活性化を図る事業です。

⑧ジャズフュージョン「平取ライブ !!」事業 【平取ジャズフュージョンクラブ】
　ジャズやフュージョンなど、プロミュージシャンの演奏を低料金で楽しんでもらうためのコンサー
トを開催する事業です。

⑨びらとりホタル再生事業 【びらとりホタルの会】
　ホタルを人工の飼育施設で養育し、放流と生態の研究や水辺と観賞場所の調査、ホタルについての
普及啓発を図る事業です。

　この９つの事業のうち①から⑥の事業は、新しい試みであったり、地域への貢献度が高いなどが評
価されて採択されました。また、⑦から⑨の事業は、昨年度も採択を受けて実施している事業ですが、
参加者の評判が良かったり将来性が高いことが評価されて採択されました。なお、これらの「まちづ
くり活動」として創意工夫されて採択された事業は、今後、助成申請を受けて実施されることとなり、
来年の３月までに町へ成果が報告されることになっています。
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あ
る
日
突
然
、
病
気
が
見
つ
か
る

と
「
全
く
健
康
だ
っ
た
の
に
、
ど
う

し
て
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
」
と
嘆
く
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
大
半
の
病
気
は
急
に

発
症
す
る
の
で
は
な
く
、
自
覚
症
状

が
な
い
と
き
か
ら
徐
々
に
進
行
し
、

気
づ
い
た
時
に
は
か
な
り
進
ん
で
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
体
に
異
常
を
感
じ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
も
し
病
気
だ
っ

た
ら
…
と
い
う
恐
怖
感
な
ど
か
ら
、

「
仕
事
が
忙
し
く
て
」
な
ど
と
色
々

な
理
由
を
つ
け
て
、
医
療
機
関
を
遠

ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
ら
な
い
た

め
に
も
、
人
間
ド
ッ
ク
で
は
定
期
的

に
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
病
気
の

有
無
を
確
認
し
ま
す
。

　

幸
い
、
病
気
が
見
つ
か
ら
な
く
て

も
、
現
在
の
日
常
生
活
の
状
況
か
ら

将
来
ど
の
よ
う
な
病
気
に
な
る
可
能

性
が
高
い
か
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
病

気
の
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
が
見
つ
か
っ
て
も
自

覚
症
状
が
な
い
早
期
の
段
階
で
あ
れ

ば
、
大
事
に
至
ら
な
い
う
ち
に
治
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
病
気
を
予
防
し

た
り
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
目

的
で
、
い
つ
ま
で
も
す
こ
や
か
に

過
ご
す
た
め
に
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

『
特
定
健
診
』『
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
』『
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク
』
の
お

知
ら
せ

　

今
年
度
も
『
特
定
健
診
』『
後
期

高
齢
者
健
診
』
と
『
ミ
ニ
人
間
ド
ッ

ク
』
を
実
施
し
ま
す
。

《
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
の
受
診
券
》

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、　
40

歳
〜　

歳
未
満
の
方
に
は
特
定
健

75

診
受
診
券
を
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
の
方
は
後
期
高
齢
者
健

診
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

受
診
の
際
、
保
険
証
と
受
診
券

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

〇
実
施
時
期　

　

決
定
次
第
、「
ま
ち
だ
よ
り
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
健
診
内
容
等　

下
記
参
照
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�
こ
ぶ
し
の
木
（
5
月　

日  
ニ
セ
ウ
・
エ
コ
ラ
ン
ド
）
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び
ら
と
り
各
地
域
で
草
花
が
芽
吹
き
、
桜
や
こ
ぶ
し
の
花
は
ま
る
で
地
上
の
花

火
の
よ
う
に
、
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
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